
全 国 中 国語 教 育 協 議 会

ニューズレター 第 14号 2000年 2月 24日 発行

第 2回全国大会(3月 27日 )関連のご案内

今年度前期セミナー(教員研修 )の 日程発表

すでに 1月 発行の会報号外で各位にお知らせしたとおり、来る 3月 27日 (月 )に 本協議

会の全国大会 (研究報告会と会員総会 )が開催される。会則に、隔年開催と定められている

もので、会務の面では役員改選をはじめ、今後の活動に関する話し合いなど、会の発展に

とって重要な 1日 となる。ぜひご出席を賜りたい。本号にあらためて詳細ご案内を掲げる。

会員各位のご支援でセ ミナーもようやく軌道に乗った。今年度は、より実際的なテ
ーマ

を選び、日々の教学にも役立つ研修を計画した。日程を公表し、応募の受付を開始する。
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|【大会開催案内】(再録 )

日 時  2000年 3月 27日 (月 )午前 9時 30分開会
場 所  日本大学文理学部 2号館 2階 222教 室 (東京都世田谷区桜上水3-25-40)

日 程  9:30 開会式

9:40～ 12:00研究報告 (午前の部)

(l)悟 音教学 中庄該 注意 的一些 同題

孫 玄 齢 氏 (東京外国語大学 )
(2)中国語教育のカリキュラムと教材について

渡邊晴夫 氏 (国學院大学)
12:00～ 13:20昼食・休憩 (理事の方々はこの間に理事会)

13:20～ 14:30研究報告 (午後の部)

(3)初級段階の文法ガイドライン

興水 優 氏 (日本大学)
14:30～ 15:30会員総会 (会計報告・審議、役員改選、活動方針審議等)

15:30～ 17100懇親会(学内食堂チェリー)

親会費 3,000円 。出欠のご回査生主 れなくお願いしま_す.
T回 の

☆所属長への依頼状が必要な方はお手数でも事務局にご一報ください。

★研究報告要旨をp。 2に掲載しました。

★会員総会の主要議事 (役員改選等 )は

p.3を参照 してください。

→セ ミナー日程はp.4に掲載 しました。

事務局のご案内

156-8550東 京都世田谷区桜上水3-25-40

日本大学文理学部中国文学研究室内

全国中国語教育協議会
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~ 全国大会 研究報告 発表要旨

(1)孫 玄 齢 悟 音教 学 中庄該 注意 的一些 同題

在浜i吾 教学中,友 音教学是 f艮 重要的一部分′学生苦没有一介好的友昔基砧′

‖p使 逃入了中高級的学刀隣段后′也恵会帯有一神欠敏感。因此′在升始学刀日す就

能掌握正碗的友音′是ヨに常重要的。在遠一点上′教師的指尋是起着美健作用的。

本次す風告中′対友昔教学中庄注意的一些 in3題 ′淡淡 自己的実践姪強。内容大

抵如下 :

1  女口何使学生掌握・il■ i吾悟音的音色′尽量理解浜i吾 友音与母 i吾 友音的
区別′自党地在学刀中逃行レヒ較和避免母悟友音的千批。

2  出I兄惜渓的友音′大部在千没有正碗掌握友音日す舌共的位置及口型 ,

対此′女|1何 倣細致的サ1解 。

3  教 lllT如 何遊行友音示池′使学生提高 pFr音 的誹別能力及模傍能力。

在損告中′杵以上述三点内容力主′逃行 i全述及t見 明′収供教学同仁参考井 i青

提出宝責意見。

(2)渡 辺晴夫 中国語教育のカリキュラZ、 と教材について

外国語教育のカリキュラZ、 は、その目標にそくして作られ
るものである。中国語

教育のカリキュラZ、 を日標、構成、時間配当、教材など
の諸点から考えてみたい。

大学における諸11の専攻課程 (例 えば中国語学科、中「
l‐l文学科、国際〔関係、文 fヒ〕

学科など)の 中国語と、一般教育の第二(未修)外国語としての中国語は、カ
リキュ

ラZ、 の構成が大きく異なる。到達目標も当然異なるはずであるが、それ
に留意して

教材がつくられ、授業がおこなわれているだろうか。高校にお
いても、状況は基本

的に変わらないと思、う。いくつかのカリキュラZ、 の実伊lを もと
に問題提起をしたい

と考える。

(3)輿水 優 初級段階の文法ガイドライン

いわゆる活用のある言語と異なり、中国語は文法といえるほど
の文法を教室で扱

わずに授業を進めることができる。かつての教室では「中国語には文法が
ない」など

と公言された。しかし、昨今は初級の初日から文法づいている、と
いって過言でな

い。文法項目から個々の説明まで、すこしスリヱ、にできな
いものか。あたかも体力

のない者に必要以上の荷を背負わせ山登りを強いるのに似て
いる。95年秋の中国語

学会で古川裕氏が文法項目についての具体的な提案
をされ、99年 には高校用のガイ

ドラインが公表された。これらをメヽまえて、初級者
のための文法を提示したい。
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全国大会 会員総会 主要議題

(1)役 員改選について

本会会則第 8条 (役員の選出と任期 )で は、「会長、理事は総会において選出する」

と規定 している。選出方法は特に定めていないが、第 1回 は総会出席者による無記名

投票によった。このときは準備会の段階で役員(1工営委員)で あった方々には理事を委

嘱することが承認され、投票による選出と会長の選任による理事を置くこととなった。

今回の選出方法はあらかじめ理事会で検討し、当日、総会に提出されることになるが、

原案としては、前回を踏襲することになるであろう。なお、役員の任期は次匝1総会ま

でとなる。会長の再任は 1回かぎり、理事は再任可だが就任時に満68歳 を超えないこ

ととされる。現在の役員は会長 1名 、代表理事3名 、理事19名 である。

(2)今後の活動と将来像について

月伊lセ ミナーと夏季セ ミナーは軌道に乗り、順調に回を重ねている。東京での開饉:

にかたより、地域的な不公平は否めないが、経費は独立採算制を維持して通常会費に

食い込まないよう配慮している。参加者がさらに増えること、実績を積み上げ、公的

社会的に認知かつ評価される研修にすることが、今後の課題である。もちろ
んセ ミナ

ー自体の充実はいうまでもない。総会で会員から種々の知恵をお借りした
い。

会員の研究発表の場として研究ファイルを継続的に刊行する。セ ミナ
ー報告のうち、

特に資料的なものは全会員に配布 したい。しかし、前者は質的向上、後者は
セ ミナー

講師への原稿依頼、などの点でなお検討が求められる。経費も会費でまかな
いきれる

わけではない。そして、これらを含め活動を維持発展させるには事務局の確立が先決

である。先号の活動ニュースに、会長と島田幹事の 2名 だけで一切を処理 している旨

じるしたところ、各方面から反響があった。会員を増やしたくても、これ以上の事務

は無理。事務局の問題と、そして飛躍し過ぎだが、中国語教育学会
へ移行の可能性も

今回の総会で、あるいは懇親会で意見を交換したい。

★★ 中国語教育・情報ファイル ★★

去る 1月 実施の大学入試センター試験の

外国語科目関係のデータ(中 間集計 )は次

の通りです。(外国語は200点満点 )

受験者数   平均点
英  語        118.76
ド
｀
イツ言吾      67    141.31

フランス語    151   136.31
中 国 語    H8   149.31
(昨年度中国語は223名 、平均点152.56)

→→ 資料提供のお知らせ ←←

今年度センター試験中国語問題をご覧にな

りたい会員には実費でコピーを郵送いたしま

す。本試験の問題は人手された方も多いとぜ、

いますので、下記①と②のいずれかをご指定

の上、①は 80円 切手 7枚、②は 80円 切手
5枚を事務局にご郵送ください。 3月 末まで

受け付けます。順次お送りいたします。

①本試験 +追試験  ②追試験のみ
お申し込みは事務局(p.1に所在地掲載 )ま で。
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2000年 度セミナー (前期)の ご案内

1 今年度も前年度と同様に、土曜日午後利用の月例セ ミナー(教員研修 )を実施します。|

1月 例セ ミナーは各月第二土曜を原則としますが、今年
は 4月 のみ 1週繰り下げます。 |

1 今号では 4～ 7月 の前期セ ミナーのご案内をします。昨年度から新
しい試みとして、

1講師からの一方通行を排 し、出席者からも発信可能な方式をとる
ことにしました。詳

|

1細は下記要項をご覧ください。なお、参加は会員(教歴の比較的浅
い方を特に歓迎 )を

|

1優先いたしますが、会員外の方々にも積極的な参加を求めたく、会員各位
には周囲の

|

1方 々への PRも お願いしたいと思います。昨年度は各回とも大きく定員割れでした。 |

1会場の提供があつても、参加が定員の70%に達しませんと維持が困難になりま
す。  |

i 2000年度前期セ ミナー要項

|☆各回の日程および研修テーマと講師

|(4月 )4月 15日 (土 )ロ ーマ字の注音表記について

【主催者からの一言】各種テキストのピンイン表記には首を
かしげることも |

多い。発音指導に欠かせぬローマ字だが、誤
った発音を導 くこともある。 |

(5月 )5月 13日 (土 )初級教育 ―一私のノウハウ 学習院大学 (非 )西川優子氏 |

【主催者からの一言】日々、教室ではいろいろな問題
が発生する。他の先生 |

方はどのように解決しているのだろうか。経験と知恵
をわけてほしい。  |

(6月 )6月 10日 (土 )試験問題を採点する    東京外国語大学 平井和之氏 |

【主催者からの二言】現行の各種検定試験から、
センターテスト、教室での |

試験やテストまで、出題形式・効果
0評価等々、検討すべきことは山積。 |

7月  8日 (土 )発音と朗読クリニック(仮題 )東京外国語大学 孫 玄 齢氏 |

【主催者からの一言】孫先生の課題文を吹き込んで事前提出、
セ ミナーでは |

懇切丁寧なコメントで個別に匿名指導、発音が
いつぺんに上達する感じ。 |

講師は音楽の専門家で、岩波新書《中国の音楽世界)の著者。定
員20名 限定。

|

|☆時間割りと会場                              |
1 各国とも研修時間は、午後 1時半～ 4時半 (1時 10分受付開始 )。         |
1 会場は従前通り(財 )国際文化フォーラム会議室(新宿駅西日、新宿第一生命

ビル26F)|

:☆中し込み方法 葉書に参加希望の月と、氏名・連絡先(住所 )。 所属・中国語教育歴 |

|を お書きの上、事務局へお送りください。定員各30(7月
のみ20名 )。 申し込みは直ちに |

1受けを開始します。折り返し、受講料の振込用紙と事前提出用
の質問表を郵送します|

1受講料は 1回 =Y2,500、 一括申し込みは 2回 =¥4,500、 3回 =6,500、
4回 =Y8,500で す|

:各回ごとの申し込みは、その都度¥2,500と なりま
す。(受講料事前納入をお願いします )

|☆参加者にお送りする質問表(意 見表を兼ねる)は原
則として半月前までに回収して、 |

|セ ミナーの内容に反映させます。    ________… …………………………1
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日本大学 輿 水 優氏 |

|(7月 )
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